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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　約１質量パーセント～約９８質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約１質量パーセ
ント～約９８質量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１質量パーセント～約９８質
量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１質量パーセント～約９８質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約１質量パーセ
ント～約９８質量パーセントのＨＦＣ－１５２ａ、および約１質量パーセント～約９８質
量パーセントのＨＦＣ－１２５；
　約１質量パーセント～約９８質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約１質量パーセ
ント～約９８質量パーセントのＨＦＣ－１２５、および約１質量パーセント～約９８質量
パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１質量パーセント～約９８質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約１質量パーセ
ント～約４質量パーセントのＨＦＣ－３２、および約１質量パーセント～約９８質量パー
セントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１質量パーセント～約５５重量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約４５質量パー
セント～約９８質量パーセントのＨＦＣ－３２、および約１質量パーセント～約５５質量
パーセントのＨＦＣ－１３４ａ；
　約１質量パーセント～約９７質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約１質量パーセ
ント～約９７質量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、約１質量パーセント～約９７質量パー
セントのＨＦＣ－１２５、および約１質量パーセント～約５質量パーセントのＨＦＣ－３
２；
　約１質量パーセント～約３５質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約１質量パーセ
ント～約４０質量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、約３０質量パーセント～約７８質量パ
ーセントのＨＦＣ－１２５、および約６質量パーセント～約３９質量パーセントのＨＦＣ
－３２；および
　約１質量パーセント～約５０質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆ、約１質量パーセ
ント～約４０質量パーセントのＨＦＣ－１３４ａ、約１質量パーセント～約５０質量パー
セントのＨＦＣ－１２５、および約４０質量パーセント～約９７質量パーセントのＨＦＣ
－３２；
からなる群から選択される近共沸組成物を含む組成物。
【請求項２】
　６０℃において約６０質量パーセント以下のＨＦＯ－１２３４ｙｆおよび少なくとも約
４０質量パーセントのＨＦＣ－１３４ａを含む不燃組成物。
【請求項３】
　１００℃において約５３質量パーセント以下のＨＦＯ－１２３４ｙｆおよび少なくとも
約４７質量パーセントのＨＦＣ－１３４ａを含む不燃組成物。
【請求項４】
　少なくとも約７８質量パーセントのＨＦＯ－１２３４ｙｆおよび最大で約２２質量パー
セントまでのＨＦＣ－３２を含む組成物。
【請求項５】
　鉱油、アルキルベンゼン、合成パラフィン、合成ナフテン、ポリαオレフィン、ポリア
ルキレングリコール、二塩基酸エステル、ポリエステル、ネオペンチルエステル、ポリビ
ニルエーテル、シリコーン、ケイ酸エステル、フッ素化化合物、リン酸エステルおよびこ
れらの混合物からなる群から選択される少なくとも１つの滑剤をさらに含む、請求項１に
記載の組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の組成物を凝縮させ、該組成物をその後冷却すべき本体の近くで蒸発さ
せることを含む、冷却をもたらすための方法。
【請求項７】
　請求項１に記載の組成物を加熱すべき本体の近くで凝縮させ、該組成物をその後蒸発さ
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せることを含む、加熱をもたらすための方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の組成物を含有する冷凍、空調またはヒートポンプ装置。
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